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（１）再編組織の概要

① 再編組織の概要（名称，入学定員（編入学定員），収容定員，所在地）

岐阜大学応用生物科学部は，それまでに培ってきた農学に加えて食品，医薬品，環境関連

産業などの生物産業で活躍できる人材を育成する学部として 2004 年に食品生命科学課程，

生産環境科学課程及び獣医学課程の教育組織を設置した。その後，実質的な教育内容の提供

や全国的な獣医学の改革等の変遷を経て，現在の応用生命科学課程（2 コース），生産環境

科学課程（3 コース），共同獣医学科の 2 課程 5 コース 1 学科体制を築いている。本学部で

は生物・生命科学の成果を活用し，人類の持続的生存と生活環境の向上に貢献する理念の下，

安心・安全な食の安定供給，環境と調和した食料生産，環境の修復と保全，高機能性食品の

開発と健康の増進，公衆衛生の向上という 5 つの目標を理念に掲げて教育研究を実施して

いる。しかし，高等教育の発展と少子化の進行に伴い，社会や地域のニーズ及び技術革新は

大きく変化している。これらの次世代社会ニーズに応えるため，生命・食・環境をもとに専

門性を再構築・組織化し，課題解決に必要な専門性の涵養に加え，課題解決型教育を強化す

ることにより実践力のある人材を輩出するため，これまでの 2課程を生命・食・環境を柱と

する３学科（応用生命化学科，食農生命科学科，生物圏環境学科）に再編し，共同獣医学科

を加えて 4学科体制とする。 

岐阜大学応用生物科学部の再編する 3学科（応用生命化学科，食農生命科学科，

生物圏環境学科）の概要表 

再編組織 入学

定員 

3年次

編入学

定員 

収容

定員 

所在地 

（教育研究を行うキャンパス） 

応用生命化学科 55 3 226 岐阜県岐阜市柳戸１－１ 

食農生命科学科 55 4 228 岐阜県岐阜市柳戸１－１ 

生物圏環境学科 50 3 206 岐阜県岐阜市柳戸１－１ 

② 再編組織の特色

再編した応用生物科学部では，低学年から積み上げ型専門教育が可能な新たな教育プロ

グラムを実践し，学際的・総合的視点に立った理論的・専門的かつ実践的な研究と教育を行

うことによって，次世代社会ニーズの潮流，学術研究の著しい進展，そして社会・経済の変

化に対応できる，柔軟で高度の総合的な判断力を備えた，国際的にも通用する高度専門職業

人材の育成を目的とする。 
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（２）人材需要の社会的な動向等

① 再編組織で養成する人材の全国的，地域的，社会的動向の分析

文部科学省が毎年行っている学校基本調査にて全国的な傾向を見ると，2022 年度入学志

願者 4,351,965人に対して農学系学部志願者 115,545人と全体の 2.66%となっており，同デ

ータで最も古い公表年度である 2015 年度入学志願者 3,983,778 人，農学系学部志願者

128,875 人，3.23%と比較すると大きく後退していることがわかる。国立大学の入学志願者

に限って比較しても農学系学部志願者は 2015年度 8.17%であったのに対して 2022年度では

6.41%と大きく後退している。 

一方，農学系学部の入学者は，2013 年入学者について大学入学者の全体の 2.8%で，その

後 2018 年まで同率を維持し，2019年以降は 2.9%となっている。 

その間，学科構成は，いわゆる農学 7分野（農芸化学，生産農学，畜産学・獣医学，水産

学，森林学・林産学，農業経済学，農業工学）に対応していた学科が，改組によって環境科

学，経営・経済，生命科学等と融合した学科が増加する傾向にあり，そうした新学科定員は

2013年度の 7949 人から 2022 年度の 9171 人へ，10年間で約 15%増加している。 

本学部の入学者の内，約 8.7%の入学者の出身地である近畿地方（滋賀県，京都府，大阪

府，兵庫県，奈良県，和歌山県）に所在する私立大学 3校（龍谷大学，立命館大学，摂南大

学）が 2015 年から 2020 年にかけて相次いで農学系学部を新設しているが，いずれも従来

の農学系分野に経営学を加えた文理融合型の学部である。 

農学系学科卒業者の進路について産業別にまとめた結果（2000（平成 12）年度と 2022（令

和 4）年度）を添付資料１に示す。23年間で 1次産業の割合は変わらないが，製造業を中心

とする 2 次産業が減り，3 次産業が 61%から 72%に増加している。中でも増加が著しい産業

は，情報通信業，公務，その他である。このことは，農林水産分野だけでなく，食農科学，

生命科学，環境・生態系保全等の分野を修めた高度専門職業人材が，1次，2次産業だけで

なく，3次産業をはじめ，様々な産業で求められるようになってきたことを示すものである。 

新 3学科の前身である学科（2000（平成 12）年度）・課程（2022（令和 4）年度）の学部

卒業者の進路について，産業別にまとめた結果を添付資料２に示す。23 年間で 1 次産業へ

の就職者の割合は 0.4 ポイント減であるものの，ほとんど変化がなく，さらに製造業を中心

とする 2 次産業が減り，3 次産業が 48.6%から 63.4%に増加しており，前述した全国の変化

の傾向と同様である。中でも全国の結果と比較して増加が著しいのは公務である。一方，大

学院への進学者は，23 年間で進学者は 1.9 倍（全卒業生の過半数）に増えている（添付資

料２）。進学者を含めた場合，公務の割合は 12.4%（2022 年度）であり，公務員を志望する

学生のほとんどが進学しないことを考えると，全国で示した公務の割合とほぼ同じと言え

る。 

以上のように，農学系学部出身人材が従来の 1次，2次産業だけでなく，3次産業にまで

需要があることが最近の傾向であり，本学部はそれに応えることができる高度専門職業人
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材を輩出する社会的役割を担っているものと考える。 

 

② 中長期的な 18歳人口等入学対象人口の全国的，地域的動向の分析

全国の 18 歳人口は 2025 年に約 110 万人となり，その後 5 年間は微減し，改組 5 年目の

2029年には 108 万人となる。その後，減少率が大きくなり，改組 10年目の 2034年には 100

万人となり，改組年から約 9％の減少率となることが予測されている。さらに改組 15 年目

の 2039 年には 86 万人となり，改組年からは約 22％の減少率となることが予測されている

（添付資料３）。 

東海 3県（岐阜県，愛知県，三重県）の 18歳人口の減少率は，改組元年（2025 年）を基

準とすると，改組 10 年目の 2034 年には，岐阜県で約 14％，愛知県で約 6％，三重県で約

13％となることが予測されている（文部科学省「学校基本調査」より）。 

全国の大学進学率は，2022年度は 56.6%であり，1990 年度の 24％から一貫して増加して

いる†。本学部2課程の入学者の約50％の出身地である愛知県の進学率は2022年度で58.5%，

入学者の約 25％の出身地である岐阜県の進学率は 2022 年度で 53.3％，残る約 25％の入学

者の出身地は三重県と近畿地方が多く，三重県と近畿地方の進学率は 2022年度でそれぞれ

48.6%，61.6％である†。また，愛知県，岐阜県，三重県，近畿地方の進学率は，全国の動向

と同様に増加傾向にあり，直近 10 年間でそれぞれ，5.9，5.6，4.0，8.4ポイント増加して

いる†。 

全国の地元残留率は，2022年度は 44.8%であり，2013 年の 10年間で 1.4ポイント増加し

ているもののほぼ横ばいと言える†。本学部 2課程の入学者の約 50％の出身地である愛知県

の地元残留率は 2022 年度で 86.1%，入学者の約 25％の出身地である岐阜県の地元残留率は

2022年度で 73.3％，残る約 25％の入学者の出身地の内，三重県と近畿地方の地元残留率は

2022年度でそれぞれ 67.6%，47.3％であり，本学部 2課程全体的には，全国の地元残留率よ

りも高い。東海 3県の岐阜県，愛知県及び三重県の地元残留率は直近 10年間で，それぞれ

0.5 ポイント減，3ポイント減，14.9 ポイント増となっている†。 

2025 年から新 3 学科が定員 160 名で新体制がスタートし，その 10 年後の 2034 年度の志

願倍率について検討した。過去のデータより志願倍率 2.2倍とし，受験者の出身地の構成が

愛知県 46%，岐阜県 24%，三重県，静岡県及び近畿地方を含むその他の地域 30%として，各

地域の 18歳人口の減少率（岐阜県 14％，愛知県 6％，三重県，静岡県及び近畿地方の平均

値 11％をその他とする）を考慮して計算すると，2034 年度の志願倍率は約 2.0 倍となる。

これまでの 10年間のデータから進学率の増加傾向は続くものと考えられ，これは志願倍率

の減少を抑制する方向に作用する。一方，地元残留率は愛知県が 3ポイント減となっている

が，もともと愛知県の地元残留率は 86.1％と全国平均の 44.8％と比較すると極めて地元志

向が強い。また，複数の大手進学予備校が公表している入試ランキングによると，東海地方

4県の国立大学農学系学部の中では，岐阜大学応用生物科学部 2課程（応用生命科学課程と

生産環境科学課程）は名古屋大学に次いで 2 位であることを考慮すると，愛知県の 3 ポイ
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ント減には岐阜大学への移行分も期待できるため，愛知県の地元残留率の減少が志願倍率

減に大きく影響することはないと考えられる。 

基本的に 2 課程が守備する教育研究分野をすべて包含する新 3 学科体制は受験生にとっ

て理解を得やすく，新学科をよく知ってもらうための広報活動等（後述）により，これまで

と同等程度以上の志願者を集め，学生の充足が可能であると考える。 

† 数値は文部科学省「学校基本調査」より算出 

 

③ 再編組織の主な学生募集地域

本学部 2課程の入学者の出身県別の割合を添付資料４に示す。出身者が最も多い県は，愛

知県，岐阜県，三重県，静岡県の順に東海 4 県が並ぶ。2019（令和元）年度から 2023（令

和 5）年度の 5 年間の入学生全体に対する割合は，それぞれ 46%，24%，2.8%，2.2%である

が，愛知県と岐阜県で 7割を占める。静岡県に次いで多いのは大阪府，滋賀県，京都府，福

井県，兵庫県と続く。三重県，静岡県及び近畿地方を合わせると 12%であり，東海 4県に近

畿地方を合わせると 8割以上を占める。 

愛知県を西部の尾張地域と東部の三河地域に分けると（添付資料５），尾張地域出身者の

方が三河地域出身者よりも多い。このことは出身が愛知県でも，岐阜に近く，自宅からの通

学することができる東部から流入しているということを意味している。尾張地域と岐阜県

を合わせると入学者全体の過半数である 60%となる。 

一方就職先は，添付資料６に示す通り 6割以上が東海 4県，中でも愛知，岐阜が多く，入

学者の出身県の割合と（２）②で述べた地元残留率の動向と一致する。本学部入学生は，進

学先も卒業後の就職先も地元であることを重要視することが特徴と言うことができる。

以上のことから，主として愛知県と岐阜県を主たる募集地域として広報活動や高大連携

活動に力を入れるべき地域に設定すべきと考える。 

 

④ 既設組織の定員充足の状況

既設組織の本学部応用生命科学課程と生産環境科学課程の志願者状況及び入学定員充足

割合の充足状況（直近 5年間）を添付資料７に示す。既設組織である 2課程はすべて 3つの

新学科組織に改組される。 
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（３）学生確保の見通し

 ① 学生確保に向けた具体的な取組と見込まれる効果  

ア 既設組織における取組

本学部には広報推進室が設置されており，各種の広報活動を展開している。広報推進室は

広報担当副学部長が室長を務め，各課程・学科の委員（各２名），ホームページ担当委員（１

名）及び入学試験委員会副委員長（１名）からなり，定例の広報推進室会議を月 1回開催し

ている（添付資料８）。活動内容として，①広報活動の実働部隊となる「広報支援隊」の選

出，②高校への出前講義の設定，③学部紹介パンフレットの企画・作成，④各種受験関連資

料の高校への配布，⑤オープンキャンパスの企画決定，並びに実施，⑥大学を訪問した高校

生に対する説明会・施設見学の実施計画策定，⑦合同入試説明会への参加，⑧学部ホームペ

ージの管理，情報更新，⑨教員及び学生に関連した新聞報道，研究活動における受賞等の情

報発信，⑩中学生・高校生を対象とした体験科学講座の企画・実施，等を所掌している。こ

れらの活動を随時実施しており，学部の各課程・学科の広報活動に務めている。なお，出前

講義の講師及び学部の説明者を務める「広報支援隊」は，高校生に対してわかりやすく説明

する能力が求められるため，学部で担当している講義に対する学生の授業評価ポイントが

上位の教員を選出し，広報支援隊への協力を依頼している。以下に，主な広報活動の具体的

実績を示す。 

A．オープンキャンパスの開催 

例年８月の第２週に全学でオープンキャンパスを開催しており，多くの高校生及びその

保護者が参加している。2020 年度から 2022 年度まではコロナ禍により対面での実施を中

止，あるいは完全予約制による人数制限を設けての開催であったが，2023 年度は人数制限

を設けない完全対面式での実施とした。2023 年度は 8月 9日・10日の二日間で開催し，高

校生及び保護者など 1,883 名の参加者があった（添付資料９）。参加者の出身都道府県で

は，愛知県及び岐阜県がそれぞれ全体の 33.2％及び 32.5％であり，次いで静岡県の 4.7％，

三重県の 4.5％，大阪府の 3.2％であった。  

2023（令和 5）年度の参加者によるアンケート調査では，参加者の 96.5％が企画に満足で

あったと回答しており，非常に好評であった（添付資料９）。また，オープンキャンパスの

参加により本学部への志望度が向上したかという設問に対しては，61.5％が向上したと回

答しており，逆に低下したという回答は 0％であった（添付資料９）。このことからもオー

プンキャンパスを開催する意義は非常に高く，受験生に対する広報活動として引き続き重

点的な対応を取る予定である。  

B． 出前講義，大学説明会，入試説明会の実施 

本学部では高校からの依頼に応じて出前講義を実施している。出前講義は，「広報支援隊」

の各教員が提示した出前講義リストの中から高校側が選択し，その依頼に応じて講師を派

遣している。過去 5年間の実績では，愛知県及び岐阜県下の高校を中心に毎年 20件前後を
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開催している。出前講義の際には，学部案内も併せて行っている。 

高校からの依頼による大学見学も実施しており，学部の説明会と併せて各附属施設の見

学を実施している。2023 年度は愛知県及び岐阜県下の高校を中心に 13 件を実施している。

この大学見学では，本学部に興味を持っている学生が集まるため，施設見学の折にも積極的

な質問がなされ，関心の高さがうかがえる。 

毎年 6 月には名古屋市内で開催される「国立 12 大学東海地区主要大学合同進学説明会」

及び岐阜市内で開催される「岐阜新聞主催高校生のための進学ガイダンス」にて入試説明会

に参加しており，例年応用生物科学部のブースには開始とともに学生が詰めかけ，終了する

まで順番待ちをする学生が途切れることはない。これらの入試相談では，本学部を有力な進

学先として考えている学生が集まるため，一人当たりかなりの時間を割いて入試に関する

事項だけでなく，学生生活全般に関わる説明の機会を設けている。 

C．Web サイトを活用した広報活動 

本学部では 2022 年度に学部のホームページを全面的にリニューアルし，特に高校生の目

線に立ったホームページ構成を心がけてデザインやレイアウトを刷新した（URL：

https://www.abios.gifu-u.ac.jp/）。特に高校生を対象とした入試情報を含むコンテンツ

はトップページの上段に見やすい形で配置し，必要な情報にすぐにアクセスできるように

した。また，高校生が気軽に情報へアクセスできるよう，PC だけでなくスマートフォン等

の携帯端末専用ホームページを作成し，効率的に情報を取得できるようなコンテンツレイ

アウトを採用している。

ホームページのトップページには，教員及び学生の新聞報道，学会からの受賞，講演会開

催，テレビ出演等に関する情報を「News & Topics」として掲載し，随時情報の更新を行っ

ている。また，各課程・学科の紹介とともに教員の研究内容を紹介する動画も多数掲載して

いる。研究内容の動画は高校生向けに作成されたものであり，定期的にコンテンツを追加し

ている。 

D．その他 

各高校には，受験案内及び学部紹介のパンフレットを毎年送付して広報活動に努めてい

る。送付する高校は本学部への受験生が非常に多い愛知県及び岐阜県はもとより，本学部を

受験した学生がいる高校はすべて送付対象リストに入れており，今年度は全国 451 の高校

に送付している。各高校の受験生人数は毎年調査しており，新たに本学を受験した生徒が在

籍していた高校は送付対象リストに加えている。 

本学部では，早くから理系に興味を持ってもらうために，中学生を対象とした「中学生の

ための体験科学講座」を実施しており，毎年定員を満たす 20名前後が参加している。この

講座では，各課程・学科から講師を派遣し，中学生が興味を持ちそうな研究テーマを取り上

げて実際に実験を経験する内容を実施している。終了後のアンケートの結果では，ほぼ

100％の学生から内容に興味がわき，また満足であったとの回答を得ている。科学講座は中

学生対象のものだけでなく，高校生を対象にした高大接続のための体験企画も実施してい

ー学生確保（本文）8ー



る。これらの企画は本学部に興味を持ってもらうために重要な機会となっている。 

 

イ 新設組織における取組

上述したこれまでの広報活動については新設組織においても引き続き実施し，学生の確

保に努めるとともに，下記に示す取り組みを新たに計画している。 

A． 学部紹介パンフレットの新規作成 

令和 6年度には，改組後の新学科における特色，入試制度，教育内容，研究内容等を紹介

する学部案内パンフレットの新規作成を予定している。パンフレットが完成次第，全国の高

校への配布を予定している。パンフレットについては，新学科の特色・特徴及び何が変わる

のかを 1 枚に収めたものと，従来の学部紹介パンフレットを踏襲した冊子体を作成予定で

ある。 

B． 学部紹介映像の新規作成 

新学科の特色，教育・研究内容等を紹介する比較的短時間（3～5 分程度）の学部紹介映

像を新規に作成する。この映像は学部ホームページのトップページに配置するとともに，出

前講義や入試説明会等の際に教員が適宜紹介する。映像によるインパクトは最も印象に残

るため，映像プロフェッショナルの意見も参考にしつつ魅力ある映像の作成を目指す。 

C．愛知県及び岐阜県下の高校訪問及び東海地区の予備校訪問による新学科広報活動 

学部案内パンフレットが完成次第，高校を訪問し，入試制度，教育内容及び卒業後の進路

に焦点を当てて進路担当教員及び学生への説明会を実施する。本学部への入学者は愛知県

及び岐阜県出身者が約 7～8割を占めるため，訪問する高校も愛知県及び岐阜県下の高校を

中心に設定するが、近隣県である三重県及び静岡県下の高校についても，これまでの受験実

績に基づいて訪問する高校を設定し，説明会の実施を予定している。 

説明会の実施は上述した広報推進室「広報支援隊」が担当するが、本学部に同高校出身の

の在学生が在籍している場合には在学生にも同行を依頼し，大学での実生活やキャリヤ形

成に関する相談にも対応できるようにする。「学校基本調査（文部科学省）」によれば，東海

地区における女性の進学率は増加しており，また，大学卒業後地元に残る女性の割合も 50％

前後と高いことから，愛知県及び岐阜県下の高校説明会では，実際に地元に就職を予定して

いる女性在学生を同行し，地元での就職実績をアピールする予定である。さらに，名古屋市

及び岐阜市にある大手予備校においても説明会の実施を計画している。 

D．オープンキャンパスにおける新企画の実施 

令和 6 年 8 月に開催するオープンキャンパスでは，新学科設置に関する特設ブースを設

け，受験生への説明，入試・教育制度等への質問受付等を実施する。これにより，受験生，

保護者，高校教諭等に改組後の入試・教育内容を直接伝える機会を持つことができ，大きな

広報効果が期待できる。また，新学科の紹介及び入試相談に重点を置いた「秋のミニオープ

ンキャンパス」を同年 10月に実施する予定である。 

E． ホームページの刷新及びホームページ専任スタッフの設置 
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オープンキャンパスの開催に合わせて現行のホームページに新学科の特設ページを開設

するとともに，令和 7 年 4 月より学部ホームページの内容を刷新する。リニューアルした

ホームページでは，現行のホームページの内容を踏襲しつつ，新学科の特色並びに教育内容

を分かりやすく提示する。また，教員の研究内容をキーワードにより検索できるようにし，

学部でどのような研究が進められているのか，高校生が直ちに必要とする情報に接するこ

とができるシステムを構築する予定である。 

ホームページによる情報発信については，これまで以上に高校生にタイムリーな情報発

信を行うためにホームページ専任スタッフ（広報スペシャリスト）の配置を予定している。

これによりホームページによる情報発信はより一層効果的なものになる。 

F． SNS によるタイムリーな情報発信 

「X（旧 Twitter）」及び「Instagram」は高校生及び保護者に最も身近な SNS として利用

されており，情報を画像や映像として伝える即時性及び情報の拡散性については最も効果

的なシステムである。情報の発信については，時に誤った情報の発信や拡散，あるいは品位

を損なうような情報発信が問題となるケースがある。このような点には十分配慮しつつ，改

組後の情報発信については SNS を積極的に利用し、適切な情報を適切な時期に発信をする

体制づくりを計画している。このような情報発信には，上述した「広報スペシャリスト」が

情報発信を担当する予定である。 

G．その他 

広報戦略の一環として，全国の高校において進路指導ツールとして利用実績のある「夢ナ

ビ」に，大学紹介や研究紹介を掲載する予定である。 

 以上のような広報活動を展開することにより，従来以上の広報成果が見込まれ，志願者の

確保が達成できると考えている。 

 

② 競合校の状況分析

ア 競合校の選定理由と新設組織との比較分析，優位性

競合校の選定については，学校種，定員規模，学問分野，所在地，学力層の観点から行う

ことから，本学部において新設する 3学科（応用生命化学科，食農生命科学科，生物圏環境

学科）の入学定員規模（160人）と同程度であり，名古屋大学農学部入学者に次ぐ学力層を

想定する近隣の国立大学として，静岡大学農学部（入学定員 175人），信州大学農学部（入

学定員 170名）及び繊維学部応用生物科学科（入学定員 50人），さらに中部圏最大の受験人

口を有する愛知県出身者の割合が高く地理的特徴が類似している三重大学生物資源学部

（入学定員 260人）を競合校として取り上げる。各競合校の立地条件，入学試験出願者の県

別割合，教育内容等は以下の通りである。なお，競合校の入試時期や学生納付金，就職支援

状況，取得可能な資格については本学部と大きな差はない。 

A．三重大学 生物資源学部 

＜立地条件＞ 
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 キャンパスは三重県津市に立地し，最寄り駅である近鉄江戸橋駅から徒歩 15分程度，

三重県津市の主要駅である津駅からはバスで 15分程度の距離に位置する。 

＜愛知県からのアクセス＞ 

 名古屋駅より特急や急行等で 65～75分程度要する。 

＜教育内容における本学部との相違点＞ 

 三重大学生物資源学部は，令和 6 年度以降改組によって 1 学科 4 コース制となり，

学部 2年次以降は農林環境科学コース，海洋生物資源学コース，生命化学コースの 3コ

ースに分かれる。農林環境科学コースは，農学・森林科学・農業工学の 3つの専修から

なり，本学部の生産農学と食科学に特化した食農生命科学科と農業工学と生物多様性

に特化した生物圏環境学科における学科ごとの専門教育とは大きく異なった教育体制

となる。生命化学コースは本学部応用生命化学科と比較的類似しているが，2年次から

生命機能化学専修と海洋生命化学専修とに分かれて教育を受ける構成となっており，

本学部応用生命化学科のバイオと化学に特化した教育内容とは差別化できる。 

B．静岡大学 農学部 

＜立地条件＞ 

 農学部がある静岡キャンパスは，静岡県静岡市に立地し，最寄り駅である静岡駅か

らバスで 25 分程度の距離に位置する。 

＜愛知県からのアクセス＞ 

 愛知県からは通学圏内ではない。名古屋駅から静岡駅までは，新幹線で約 1 時間要

する。 

＜教育内容における本学部との相違点＞ 

 静岡大学農学部生物資源科学科は農林産業及び環境保全の人材育成を目指し，2年次

後期からバイオサイエンスコースと環境サイエンスコースに分かれて教育を行ってい

る。本学部においては，食農生命科学科と生物圏環境学科の 2 学科に分かれて 1 年時

より学科ごとの専門的教育を行う点で大きく相違がある。また，静岡大学応用生命科

学科では食品分野を含めた教育内容となっており，本学部に新設される応用生命化学

科のバイオと化学に特化した教育内容とは相違がある。 

C．信州大学 農学部 

＜立地条件＞ 

 1年次は松本キャンパスで講義を受け，2年次以降は伊奈キャンパスをメインキャン

パスとする。伊奈キャンパスは，長野県上伊那郡南箕輪村に立地し，最寄り駅である伊

那市駅よりバスで 20 分程度の距離に位置する。 

＜愛知県からのアクセス＞ 

 愛知県からは通学圏内ではない。名古屋駅から伊那市駅までは，特急等を利用して 3

時間 30 分程度，高速バスで 3時間程度要する。 

＜教育内容における本学部との相違点＞ 
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 信州大学農学部農学は 1 学科 4 コース制をとる。生命機能科学コースは食品分野を

含めたバイオ系の教育内容をもち，本学部に新設される応用生命化学科のバイオと化

学に特化した教育内容とは相違がある。動物資源生命科学コースや植物資源科学コー

スはそれぞれ家畜生産や作物生産系の教育内容となっており本学部に新設される食農

生命科学科の教育内容と一部類似しているが，本学部食農生命科学科では農業生産や

家畜生産だけでなく食品流通加工・機能性といった食科学までを一貫して学ぶことを

特徴としている点で大きく差別化できる。また，森林・環境共生学コースは本学部生物

圏環境学科と類似点もあるが，信州大学は山岳地域における教育内容に特徴があり，

本学部生物圏環境学科では水・物質循環を含めた生態系や動物の生息域内・域外保全

（動物園動物学）といった教育内容に特徴があり，差別化できている。 

D．信州大学 繊維学部 応用生物科学科 

＜立地条件＞ 

 1年次は松本キャンパスで講義を受け，2年次以降は上田キャンパスをメインキャン

パスとする。上田キャンパスは，長野県上田市に立地し，最寄り駅である上田駅より徒

歩で 20 分程度の距離に位置する。 

＜愛知県からのアクセス＞ 

 愛知県からは通学圏内ではない。名古屋駅から上田駅までは，特急等を利用して 3時

間 30分程度要する。 

＜教育内容における本学部との相違点＞ 

 信州大学繊維学部応用生物科学科は，「バイオサイエンス」領域と「フィールドサイ

エンス」領域を有する。本学部に新設する応用生命化学科は，信州大学繊維学部応用生

物科学科と一部類似した教育内容をもつが，バイオと化学に特化した専門科目を多く

有している点で相違がある。 

 

本学部改組によって新設される 3 学科は以下の点で競合校と比較して優位性が認められ

る。応用生命化学科は，文部科学大臣認定共同利用・共同研究拠点「糖鎖生命科学連携ネッ

トワーク型拠点」や文部科学省大規模学術フロンティア促進事業「ヒューマングライコーム

プロジェクト」を推進する糖鎖生命コア研究所と教育・研究両面で連携し，バイオと化学に

特化したカリキュラムを有する。食農生命科学科は，食科学と生産農学を融合させ作物・家

畜生産から食品の加工・流通・機能性までを一貫して学ぶ新しいカリキュラムを有する。生

物圏環境学科は，動物園動物や野生動物の生息域内・域外保全及び生態系サービス（生態系

が持つ機能）の利活用に関するカリキュラムに特徴を持つ。これらは，競合大学にはない教

育内容となっており，学生確保において優位性が認められる。 

リクルート進学総研マーケットリポート 2022 によると，愛知県から他県等の大学への流

出状況は，1 位が東京都，2 位が岐阜県，3 位が京都府となっており，中部地域最大の受験

人口を持つ愛知県から岐阜県への流出が多いことが示される。また，地理的にも名古屋駅か
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ら岐阜駅まで在来線又は私鉄で 30分未満となっており利便性も高い点に特徴があり，競合

校と比較して学生確保における優位性が高いと言える。 

またリクルート進学総研マーケットリポート 2022によると，岐阜県の特徴として，大学

進学における地元残留率が 2022年 21.7%と 10年前の 18.4%と比較した場合東海地方で最も

大きな増加傾向にあり，岐阜県内の入学志願者を獲得する優位なデータを示している。 

 

イ 競合校の入学志願動向

三重大学全学部における入学試験出願者の県別割合は，三重県が約 35%，愛知県が 30-35%

程度，岐阜県が 3-4%，中部 5県（岐阜県，愛知県，三重県，静岡県及び長野県）以外が 25%

程度を占めている。また，三重大学生物資源学部の 2021～2023年度入試の前期日程試験志

願倍率は 1.6～4.5 倍となっており，学科ごとの定員充足率はすべて 100%を満たしている

（添付資料１０）。 

静岡大学全学部における入学試験出願者の県別割合は，静岡県が約 30%，愛知県が約 20%，

岐阜県が約 4%，中部 5県（東海 4県及び長野県）以外が 40%程度を占めている。また，静岡

大学農学部の 2021～2023 年度入試の前期日程試験志願倍率は 2.3～3.9 倍となっており，

学科ごとの定員充足率はすべて 100%を満たしている（添付資料１０）。 

信州大学全学部における入学試験出願者の県別割合は，長野県が約 25%，愛知県が約 9%，

岐阜県が 3%，中部 5県（東海 4県及び長野県）以外が 55%程度を占めている。また，信州大

学農学部及び繊維学部応用生物科学科の 2021～2023 年度入試の前期日程試験志願倍率は，

それぞれ 1.5～2.6 倍及び 2.4～3.8 倍となっておりコース・学科ごとの定員充足率はすべ

て 100%を満たしている（添付資料１０）。 

これらのことから，中部地域において十分な受験ニーズがあると判断でき，応用生物科学

部に新設する 3学科の定員を充足させることは可能であると考えられる。 

 

ウ 学生納付金等の金額設定の理由 

本学においては，文部科学省の「国立大学等の授業料その他の費用に関する省令（平成 16

年 3月 31日 文部科学省令第 16 号）」に定める授業料，入学料及び検定料の標準額をもっ

て設定料金としている。 

 

③ 学生確保に関するアンケート調査

現状の 2 課程 5 コースの認識と新学科とした時の名称からの印象を問うアンケートを

2022 年 4 月初旬に実施した。本学部に進学実績のある愛知県，岐阜県の公立高校と私立高

校の計 17校の高校宛てに郵便，電話，電子メールで依頼した。QRコードを生徒に周知して

もらい，各生徒が Microsoft Formsにアクセスしてアンケート（添付資料１１）に回答する

方式で実施し，2,974 件の回答を得た。農学系を志望する 70 名が 1 番目に関心のある学科

を集計した結果を下図に示す。 
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1番目に関心のある学科（農学系のみ志望 70名）

同じ教育内容である食農科学科と先進食料システム学科では食農科学科が多く，「食農」

という言葉が理解されやすいことが明らかになった，環境生態科学科と環境保全学科では

環境生態科学科が多く，環境系では「生態」を想起しやすいということが明らかになった。

応用生命化学科と生命機能化学科では，圧倒的に応用生命化学科が多く，「応用生命化学」

という言葉はすでに定着していることが明らかになった。新学科名の検討に際しては，この

アンケート結果を十分に参考にした。 

3学科体制への改組案がほぼ固まってきたため，新学科のコンセプトを説明した上で高校

生が関心のある学問分野や学科に関する情報を得ることを目的として 2023年 6月に，前回

のアンケートで回答のあった本学部に進学実績のある愛知県，岐阜県の公立高校の計 13校

の高校宛てに電子メールで依頼した。QR コードを生徒に周知してもらい，各生徒が

Microsoft Formsにアクセスし，新学科のコンセプトを記載した資料（を web上で閲覧しな

がらアンケートに回答する方式で実施した。さらに 2023 年 8月 9日・10日に開催したオー

プンキャンパスで本学部に来場した高校生を対象に，Microsoft Formsにアクセスし，新学

科のコンセプトを記載した資料（添付資料１２）を web上で閲覧しながらアンケート（添付

資料１３）に回答する方式で実施した。岐阜県立高校から 45件，私立高校から 37件，愛知

県立高校から 30 件，その他の都道府県からは 24 件の回答を得た。高校への 2 回目のアン

ケートで回収した回答を合わせて 1,674件についてクロス集計を行った。農学志望者（189

件）が最も関心のある新学科は下図のようになった。 

食農科学科 先進食料システム学科 環境生態科学科

環境保全学科 応用生命化学科 生命機能化学科
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農学志望者（189件）が最も関心のある新学科（数字は％）

 

想定している新学科の総定員 160 名を上図のパーセントで各学科に配分した結果を下図

に示す。 

      

総定員 160名を上記件数に比例配分した結果（数字は人数）

④ 人材需要に関するアンケート調査等

3学科体制への改組案がほぼ固まってきたため，新学科の教育方針や想定する輩出人材像

について，就職先である企業や官公庁の受け取り方や期待に関する情報を得ることを目的

として，学内で開催される就職関連の催しに参加する企業にアンケート調査を実施した。 

2022年 12月 10 日・11 日に開催された岐阜大学学生企業展は大学生協と学生による企画

で，毎年広く全国から企業が参加する。企業ブースにアンケート用紙と輩出する人材像に関

する資料を配布し，終了時に回収し，154件の回答を得た。 

応用生命

化学科

36

食農生命

科学科

34

生物圏

環境学科

30

応用生命

化学科

58

食農生命

科学科

55

生物圏

環境学科

47
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2023年 1月 17日に応用生命科学課程主催の企業研究会に参加した企業に対して，アンケ

ート用紙と輩出する人材像に関する資料）を配布し，終了時に回収し，8 件の回答を得た。 

2023 年 3 月 1 日に応用生物科学部主催の企業説明会に参加した企業に対して，アンケー

ト用紙（添付資料１４）と輩出する人材像に関する資料（添付資料１５）を配布し，終了時

に回収し，38件の回答を得た。 

2023 年 4 月 19 に応用生物科学部主催の官公庁向け就職フェアに参加した官公庁に対し

て，アンケート用紙と輩出する人材像に関する資料を配布し，終了時に回収し，41 件の回

答を得た。 

4回のアンケートで回収した全回答 241件の内訳は，製造業（機械・鉄鋼・金属・電気・

電子・建材等）56，公務員 43，情報通信 32，食品・飼料 27，サービス 24，卸売・小売 

18，建設 13，金融・保険 8，製造業（化学・素材） 6，農林水産 5，エネルギー 2，医療・

福祉 2，不動産 1，製造業（医薬）1，無回答・その他 3であった。 

今後 20年間で必要とされる学科の得票数は下図のようになった。 

今後 20年間で必要とされる学科（数字はパーセント，複数回答可）

また，本学部にとって重要なステークホルダーである岐阜県高等学校長協会，岐阜県農業

関係高等学校代表校，岐阜県商工労働部・農政部及び岐阜県商工会議所連合会に，本学部改

組による人材育成構想（添付資料１６）を提示して説明をさせていただいたところ，すべて

の機関から改組について賛同をいただき，要望書（添付資料１７，１８，１９，２０）を受

領した。

応用生命

化学科

37
食農生命

科学科

38

生物圏環

境学科

25
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（４）新設組織での定員設定の理由

 

（３）③のとおり，オープンキャンパスで本学部に来場した高校生を対象に，改組後の新

学科（応用生命化学科，食農生命科学科，生物圏環境学科）に対する高校生の意識アンケー

ト調査を実施した結果，新学科に関連した農学分野について関心があるキーワードの回答

件数は，下図に示すように各 3学科におおむね均等に分散しており，3学科とも一定の関心

の高さを示していた。また，上述したように，最も関心がある学科では，回答数 189件のう

ち，応用生命化学科と回答したものが 68名（全体の 36%），食農生命科学科と回答したもの

が 64名（全体の 34%），生物圏環境学科と回答したものが 57名（全体の 30％）であり，新

学科いずれも大きな偏りはなく受験生の関心の高いことが明らかとなった。 

     
        新学科に関連したキーワードに対する関心度の高さ（件数）

 

（３）④のとおり，全学対象の企業展及び学部主催の説明会等に参加した企業に対して実

施したアンケート結果では，今後 20年で必要とされる学科については生物圏環境学科の占

める割合がわずかに小さくなっていた（添付資料６）。さらに，過去 5年間（2018～2022年

度）における現行２課程への求人実績状況（公務員及び企業）について，現行２課程におい

て育成する人材像から該当する新学科へ再分類したところ，下図に示すように生物圏環境

学科における求人数は非常に多かった。特に，生物圏環境学科では，総計 429件のうち公務

員求人の占める件数が 238 件であり，応用生命化学科における 132 件及び食農生命科学科

における 154 件に比べ，非常に多かった。すなわち，公務員等公的機関からのニーズの高い

ことが特徴であり，この分野の人材輩出は社会から十分な要請があると判断できる。したが

って，高校生の将来への就職先の懸念についても払拭できると考えられる。 
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       新学科に見込まれる求人数（計 1060件，数字は件数）

最近 3年間の志願倍率は、2021年度前期：2.5倍･後期：10倍、 2022年度前期：2.1倍･

後期：14倍、 2023 年度前期：2.4倍･後期：13倍であり、かつ大手予備校等が公表してい

る偏差値も近隣大学に比べ本学は高い水準を維持している。受験生の数は今後もさらに減

少するが，一方で東海地方における大学への進学率は増加していることから，新学科におい

ても十分な志願者数を見込むことができると考えられる。よって，総定員（160 名）を減員

する必要はないと判断した。以上を総合して勘案した結果，入学定員は応用生命化学科 55

名，食農生命科学科 55名，生物圏環境学科 50名が適切であると判断した。 

企 業：191 件
公務員：238 件 

企 業：166 件
公務員：132 件 

企 業：179 件
公務員：154 件 
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新設組織が置かれる都道府県への入学状況 別紙１

○出身高校の所在地県別の入学者数の構成比（上位５都道府県）※直近年度

都道府県名 人　　数 構成比

1 岐阜県 2058 45.7%

2 愛知県 1221 27.1%

3 静岡県 118 2.6%

3 長野県 118 2.6%

5 三重県 98 2.2%

全　　体 4501 100.0%

※「学校基本調査」の「出身高校の所在地県別入学者数」から作成すること。

○新設組織が置かれる都道府県の定員充足状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

1 岐阜県 99.21% 95.24% 92.55%

2

※２校地で教育課程を実施する場合はそれぞれの状況を記載すること。

○新設組織の学問分野（系統区分）の定員充足状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

1 農学系学部（大学） 102.63% 105.26% 106.84%

2

※「系統区分」は日本私立学校振興・共済事業団の「今日の私学財政」の系統区分に従うこと。

※大学、学部、学部の学科、短期大学、短期大学の学科を設置する場合のみ作成（専門職大学、専門職短期大学、高等専
門学校を含む）。大学院は作成不要。

新組織所在地
（都道府県）

充足率

系統区分
充足率
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－１

大学学部学科等名：岐阜大学応用生物科学部応用生命科学課程

１．各選抜方法の状況
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

16人 13人 13人 13人 13人 14人 
延べ人数 志願者数 30人 25人 28人 19人 20人 24人 

受験者数 28人 25人 28人 19人 19人 24人 
合格者数 15人 13人 13人 11人 13人 13人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 30人 25人 28人 19人 20人 24人 
受験者数 28人 25人 28人 19人 19人 24人 
合格者数 15人 13人 13人 11人 13人 13人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

15人 13人 13人 11人 13人 13人 
64人 67人 67人 67人 67人 66人 

延べ人数 志願者数 262人 199人 235人 258人 311人 253人 
受験者数 179人 126人 158人 151人 205人 164人 
合格者数 75人 80人 75人 79人 80人 78人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 5人 12人 8人 4人 7人 7人 

実 人 数 志願者数 241人 183人 218人 225人 273人 228人 
受験者数 171人 121人 154人 141人 193人 156人 
合格者数 75人 80人 75人 79人 80人 78人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 5人 12人 8人 4人 7人 7人 

70人 68人 67人 75人 73人 71人 
80人 80人 80人 80人 80人 80人 

延べ人数 志願者数 292人 224人 263人 277人 331人 277人 
受験者数 207人 151人 186人 170人 224人 188人 
合格者数 90人 93人 88人 90人 93人 91人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 5人 12人 8人 4人 7人 7人 

実 人 数 志願者数 271人 208人 246人 244人 293人 252人 
受験者数 199人 146人 182人 160人 212人 180人 
合格者数 90人 93人 88人 90人 93人 91人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 5人 12人 8人 4人 7人 7人 

85人 81人 80人 86人 86人 84人 

３．入学定員充足率

H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

80人 80人 80人 80人 80人 80人 

1.06 1.01 1.00 1.08 1.08 1.05

0.94 0.87 0.91 0.96 0.92 0.92

入学者数
募集人数

入学者数

入 学 定 員 充 足 率

（備考）

一
般
選
抜

学
校
推
薦
型
選
抜

入 学 定 員

歩 留 率

合
計

募集人数

入学者数

募集人数
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－２

大学学部学科等名：岐阜大学応用生物科学部生産環境科学課程

１．各選抜方法の状況
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

20人 20人 20人 20人 20人 20人 
延べ人数 志願者数 64人 53人 63人 43人 46人 54人 

受験者数 64人 50人 62人 41人 46人 53人 
合格者数 20人 20人 20人 20人 20人 20人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 64人 5人 63人 43人 46人 44人 
受験者数 64人 50人 62人 41人 46人 53人 
合格者数 20人 20人 20人 20人 20人 20人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

20人 20人 20人 20人 20人 20人 
60人 60人 60人 60人 60人 60人 

延べ人数 志願者数 207人 186人 236人 243人 203人 215人 
受験者数 150人 122人 157人 160人 126人 143人 
合格者数 70人 70人 66人 71人 68人 69人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 6人 5人 3人 8人 5人 5人 

実 人 数 志願者数 179人 154人 186人 186人 172人 175人 
受験者数 136人 107人 136人 140人 116人 127人 
合格者数 70人 70人 66人 71人 68人 69人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 6人 6人 3人 3人 5人 5人 

64人 65人 63人 63人 63人 64人 
80人 80人 80人 80人 80人 80人 

延べ人数 志願者数 271人 239人 299人 286人 249人 269人 
受験者数 214人 172人 219人 201人 172人 196人 
合格者数 90人 90人 86人 91人 88人 89人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 6人 5人 3人 8人 5人 5人 

実 人 数 志願者数 243人 159人 249人 229人 218人 220人 
受験者数 200人 157人 198人 181人 162人 180人 
合格者数 90人 90人 86人 91人 88人 89人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 6人 6人 3人 3人 5人 5人 

84人 85人 83人 83人 83人 84人 

３．入学定員充足率

H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

80人 80人 80人 80人 80人 80人 

1.05 1.06 1.04 1.04 1.04 1.05

0.93 0.94 0.97 0.91 0.94 0.94

学
校
推
薦
型
選
抜

募集人数

入学者数
一
般
選
抜

募集人数

入学者数

入 学 定 員

入 学 定 員 充 足 率

歩 留 率

（備考）

合
計

募集人数

入学者数
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既設学科等の学生募集のためのPR活動の過去の実績 別紙３

①募集を行った学科等名称及び取組の名称：岐阜大学応用生物科学部のオープンキャンパス

R4年度入試 R5年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 142人 1200人

うち受験対象者数(b) 142人 1200人

うち受験者数(c) － －

うち入学者数(d) － －

（受験率 c/b） － －

（入学率 d/b） － －

②募集を行った学科等名称及び取組の名称：岐阜大学応用生物科学部の出前講義・大学説明会・入試説明会等（学部紹介含む）

R4年度入試 R5年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 550人 780人

うち受験対象者数(b) 20人 150人

うち受験者数(c) － －

うち入学者数(d) － －

（受験率 c/b） － －

（入学率 d/b） － －

③募集を行った学科等名称及び取組の名称：岐阜大学応用生物科学部案内（パンフレット）送付

R4年度入試 R5年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) － －

うち受験対象者数(b) － －

うち受験者数(c) － －

うち入学者数(d) － －

（受験率 c/b） － －

（入学率 d/b） － －

①取組概要
受験希望者を対象としてキャンパスを開放し、既設組織の特色や養成す
る人材像の紹介、模擬授業、在学生との懇談、施設案内を実施。
R4年度入試対象（R3開催）：計１回開催（8/18）※コロナ禍のため、WEB
開催
R5年度入試対象（R4開催）：計２回開催（8/9.8/10）
②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
上記年度のオープンキャンパスにおいて受験者数や入学者数につながる
調査は行っていないため、分析していない。

①取組概要
高校からの依頼に応じて毎年20件ほどの出前講義を実施し、学部案内を
行っている。
②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
受験対象者数は高校３年生の受講者数とした。受験者数や入学者数につ
ながる調査は行っていないため、分析していない。

①取組概要
毎年発行している応用生物科学部案内（パンフレット）をR3年度に350
校、R4年度に429校の高校に送付している。
②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
受験者数や入学者数につながる調査は行っていないため、分析していな
い。
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教養基礎科目

改組概要

教養基礎科目

1年 2年 3年 4年

学科専門
基礎科目

改組後の3学科の学科教育

学科専門科目 卒論研究

教養基礎科目

1年 2年 3年 4年
課程共通
課程専門
基礎科目

改組前の課程教育⇒コース教育

コース専門
科目

コース専門
科目

卒論研究

卒論研究

 1年次より専門科目への意識を高めるための専門基礎科目を履修し、2年次には学科
専門基礎科目の学びを深め、3年次には「学生が自ら設定する到達目標に合わせたカ
リキュラム」を選択する学科専門科目により専門性を深め、卒業研究に取り組む。

新たな視点での専門教育を実現するためのカリキュラム
○ 従来の農学教育のスクラップビルド
○ 低学年から積み上げ型専門的学科教育が必須

【学生のメリット】
1年次からの積み上げ型専門教育の実施により早期
卒業および大学院への早期進学の可能性が増える
課題解決型教育により，これからの新たな社会課題
への対応力を身につけることができる

課 題 解 決 型 科 目
学科専門基礎科目
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東海国立大学機構 岐阜大学
学長 吉田 和弘 様

令和6年1月1 0日

岐阜県高等学校長協会
会長 石田 達也 鳳冑

岐阜大学における人材育成に関する要望書

貴学におかれましては、平素より高度な専門職業人の蓑成に主眼を置いた教育、教育の基
盤となる俊れた研究、 地域 に根ざした国際化の展開による地域活性化の中核拠点として貢
献等を担っていただいておりますことに深く感謝申し上げます。

岐阜県内の各高等学校からは、毎年、貴学応用生物科学部に多くの生徒が進学しておりま
す。 応用生物科学部は、生物科学•生命科学•生物環境科学の学理を究め、 それらと関連し
た技術を開発し、その成果を生物産業や持続可能な生物生産、人間を含む生態系の保全およ
びヒトと動物との共生に応用することで、より良い社会を実現することを理念とされてお
ります。 その理念に基づく教育環境への期待から、生物や化学が好きで、生物科学、生命科
学、環境科学に関心のある多くの生徒が卒業後の進学先としております。また、岐阜県内の
いくつかの高等学校では、高大接続のための各種連携授業や探究活動への協力、大学入試に
関連する意見交換、高等学校の指導要領や教育現場の現状の共有など、これまでも応用生物
科学部と密に連携を取っており、 そのことが応用生物科学部への進学を後押ししている要
因でもあります。

さて、現在、 全国的な人口減少や少子高齢化が進み、 岐阜県においても平成 12年をヒ°
―

クに人口が減少を続けている中、18歳人口も例外なく減少し続けています。 また、 地球瑛
境問題が我々の身近な生活にも童くのしかかるようになり、生命、食料、環境をとりまく状
況も変化し続けています。

今後は、そうした状況の変化に十分対応できる人材がこれまで以上に必要とされます。応
用生物科学部における教育を深化し、一阿実践的に進化することで、特に農畜産業を含む生
物産業や食品産業界において、また動物を含めた地域環境の保全活動の分野において、課題
解決能力を持ち、優れたリ ー ダーシップを発揮できる人材を輩出いただきたく、貴学に下記
のとおり要望いたします。

記

生命、 食料、 環境の分野で専門的に応用生物科学を学び、 現代的な 課題を解決できる
人材を育成する教育・研究組織への再編
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令和6年1月2 3日

国立大学法人東海国立大学機構

岐阜大学応用生物科学部学部長光永徹様

岐阜県農政部長

岐阜県商工労働部長

岐阜大学応用生物科学部の再編に関する意見について

貴大学は、県内唯一 の国立大学として「岐阜県と国立大学法人東海国立大

学機構岐阜大学との連携に関する協定」を本県と締結し、現在も様々な分野

で連携・協力しながら、地域社会のニ ー ズに応えつつ、学術的な研究や人材

の育成を図られています。

応用生物科学部の再編により、 岐阜県ならではの課題や地域の特色を踏

まえた研究を実施され、高い専門性を持ち、地域に根差して活躍できる人材

の輩出に期待します。
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